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１．はじめに 

平成２３年９月２１日，台風１５号の影響により，

身延線は各所で線路への土砂流入や倒竹木等の被害を

受けた．その中でも盛土が崩壊するなど甚大な被害を

受けた内船～甲斐大島駅間での軌道復旧工事について

報告する． 

 

２．復旧計画の検証 

 身延線の西富士宮～身延間は，日本三大急流の一つ

である富士川沿線を走っており，急曲線が連続する区

間となっている．今回の被災箇所も急曲線区間に位置

しており，沢における土砂流等により谷渡り盛土が大

きく崩壊し，線路延長約 50m にわたり高さ約 15m の位

置に線路が宙づりの状態となった．この箇所の線形は，

敷設当時から曲線半径Ｒ＝200 の急曲線であったため，

当社の施設実施基準規程で原則としている曲線半径

300mに拡大するとともに，全緩和曲線の解消（円曲線

の挿入），円曲線への勾配変更点の移設を合わせて実施

することとした． 

その結果，崩壊箇所の起点側約 160m，終点側約 180m

を含めた総延長約 400m の軌道工事を施工することと

なり，線路直角方向に最大 709 ㎜，線路垂直方向に最

大 388 ㎜の軌きょうのこう上が必要となった． 

図－１に復旧箇所の断面図を示す．被災した盛土は

新たに水路工を設け，補強盛土工法により復旧するこ

ととした． 

盛土材料の搬入路として，崩壊箇所と隣接する県道

を利用した復旧方法を検討した．しかし，復旧盛土上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部と県道は 10ｍもの高低差があるため，クレーン等に

より盛土材を積上げていく方法は膨大な時間・コスト

がかかる上，重機や材料の留置に必要なスペースも不

足する．そこで線路との高低差が 1m 弱となる覆い工

付近に県道から線路への斜路を設置し，そこからダン

プトラック等が走行可能な幅の復旧用道路（鉄板敷）

を線路上に仮設する案を検討した．これにより盛土復

旧箇所までダンプトラックが盛土材を運搬し取卸すこ

とが可能となる． 

ここで，軌道復旧工事を進める上で施工性や安全性

を考慮し，工事範囲を起点からＡ・Ｂ・Ｃの順で３つ

の工区と呼ぶこととした．（図－２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．軌道復旧方法（工区別） 

○Ａ工区：36k940m～37k100m（L＝160m） 

 覆い工起点方から盛土復旧箇所まで線路上に盛土復

旧用道路を仮設するため，軌道復旧は復旧用道路撤去

後から開始となる．復旧用道路撤去（盛土完成）後は

運転再開に向けてさらに効率的に復旧することが求め

られることから，軌道復旧に要する時間を少しでも短

縮できる方法がないか検討した． 

その結果，復旧用道路仮設前に路盤整正を実施する

ことで工期短縮を図った．現状の軌きょう及び道床バ 

ラスト，路盤を撤去し，新路盤高で整正後，新道床バ 

 

 

 

 図－２ 盛土崩壊箇所イメージ  

キーワード：台風 15 号災害，復旧計画，軌道復旧方法 

連絡先：〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町 4 番地  静岡支社工務部施設課 TEL 054-284-2231  

 図－１ 盛土復旧箇所断面図 
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